
（百万円）

分子の構造
年度 R02 R03 R04 R05 R06
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R02 R03 R04 R05 R06

分析欄

（10）将来負担比率（分子）の構造（都道府県） 令和6年度 和歌山県

（百万円）

令和６年度の将来負担比率の分子は、防災・

減災、国土強靱化のための緊急対策等に伴う県

債残高が増加する一方で、基準財政需要額算入

見込額の減少及び充当可能基金の減少等により、

前年度に比べ89億円増加となった。

事業の効率化・重点化によりこれらの県債発

行を抑制するなど行財政改革の推進により健全

化を図っていく。
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